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日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
183
号
「
新
興
国
台
頭
と
国
際
秩
序
の
変
遷
」（
二
○
一
六
年
三
月
）

台
頭
を
目
指
す
中
国
の
対
外
戦
略

青　

山　

瑠　

妙

は 

じ 

め 

に

過
去
三
〇
年
の
間
、
中
国
は
年
平
均
二
桁
の
経
済
成
長
率
で
目
覚
ま
し
い
経

済
発
展
を
遂
げ
た
。
改
革
開
放
の
号
令
が
出
さ
れ
た
一
九
七
八
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

推
定
三
六
四
五
億
元
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
、
中
国
の

経
済
規
模
は
日
本
を
追
い
抜
い
て
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
に
躍
り
出
た
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
新
興
国
の
台
頭
が
平
和
裏
で
成
し

遂
げ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
国
際
関
係
論
に
お
い
て
中
国

の
台
頭
が
国
際
秩
序
に
引
き
起
こ
す
変
化
に
つ
い
て
議
論
は
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、
権
力
移
行
論
に
立

脚
し
た
主
張
の
多
く
は
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
厳
し
い
競
争
が
今
後
激
し
く
な

り
、
戦
争
勃
発
の
蓋
然
性
も
高
ま
る
と
い
う
悲
観
的
な
予
想
を
出
し
て
い
る
。

早
く
も
一
九
九
三
年
に
お
い
て
、
ア
ー
ロ
ン
・
フ
リ
ー
ド
バ
ー
グ
（A

aron
 

F
riedberg

）
は
「
ア
ジ
ア
は
大
国
対
立
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
な
る
」
と
力

説
）
1
（
し
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
（Joh

n
 M

earsh
eim

er

）
も
中
国
の
台

頭
は
平
和
的
で
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
て
い
）
2
（
る
。
他
方
中
国
の
台
頭
を
よ
り
楽

観
的
に
捉
え
、
中
国
の
台
頭
が
必
ず
し
も
戦
争
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

の
主
張
も
あ
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
資
本
の
移
動
や
貿
易
の
拡
大
を
通
じ
た
相

互
依
存
関
係
の
強
化
に
よ
り
新
興
の
大
国
が
戦
争
を
発
動
す
る
コ
ス
ト
が
高
く

な
り
、
多
極
間
の
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
構
成
主
義
論
者

は
対
話
や
非
公
式
的
制
度
を
通
じ
て
規
範
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
と

主
張
す
る
。
そ
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
デ
ビ
ッ
ド
・
カ
ン
（D

avid C
. 

K
an

g

）
の
主
張
し
て
い
る
中
国
を
頂
点
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
な
中
華
秩

序
が
あ
）
3
（
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
歴
史
が
必
然
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
今
の
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
や
日
本
、

あ
る
い
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
と
は
あ

ま
り
に
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
パ
ワ
ー
、
経
済
的
相
互
依
存
関
係
、
規
範
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や
国
際
機
構
な
い
し
地
域
機
構
な
ど
分
析
の
視
座
が
異
な
れ
ば
将
来
に
関
す
る

見
通
し
は
大
き
く
変
わ
り
う
る
。
経
済
的
相
互
依
存
関
係
が
か
つ
て
な
く
深
ま

り
、
ま
た
地
域
統
合
や
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
に
お
け
る
国
家
間
の
協
力
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
今
日
、
中
国
の
台
頭
を
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
あ
る

い
は
構
成
主
義
の
ど
れ
か
一
つ
の
理
論
で
解
釈
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
限
界
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
対
外
戦
略
が
実
際
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
で
、
本
稿
は
ま
ず
近
年
の
中
国
対
外
政
策
全
般

の
動
き
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
軍
事
的
台
頭
、
経
済
統
合
を
通
じ
た
政
治

的
影
響
力
拡
大
、
国
際
秩
序
に
お
け
る
構
造
的
パ
ワ
ー
の
拡
大
の
三
つ
の
レ
ベ

ル
か
ら
中
国
の
台
頭
戦
略
の
展
開
を
検
証
し
、
中
国
の
対
外
政
策
の
特
徴
や
そ

こ
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
む
ろ
ん
台
頭
に
関
す
る

中
国
の
戦
略
が
果
た
し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る

資
料
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
本
稿
は
実
際
の
政
策
の
動
き
を

ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
対
外
戦
略
の

特
質
を
つ
か
む
こ
と
と
す
る
。

一　
「
韜
光
養
晦
」
か
ら
「
積
極
有
所
作
為
」
へ

「
富
国
強
兵
」
は
中
華
人
民
共
和
国
設
立
以
来
の
国
家
目
標
で
あ
る
が
、
中

国
が
「
台
頭
」
を
強
く
意
識
し
始
め
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ

り
、
ご
く
最
近
の
出
来
事
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
開
か
れ
た
ボ
ア
オ

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
中
国
改
革
開
放
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
の
鄭
必
堅
が
「
平

和
的
台
頭
」
論
を
提
起
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
平
和
的
台
頭
」
論
に
対
し
て
思

い
の
ほ
か
国
内
外
か
ら
批
判
が
噴
出
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
中
国
は
「
平
和

的
台
頭
」
で
は
な
く
、「
平
和
的
発
展
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
ご
ろ
か
ら
中
国
が
「
台
頭
」
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

近
年
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
は
積
極

的
な
外
交
に
転
じ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
二
〇
〇
九
年
ご
ろ
か
ら
鄧
小
平
が
制

定
し
た
「
韜
光
養
晦
（
能
力
を
隠
し
、
力
を
蓄
え
時
機
を
待
つ
）、
有
所
作
為

（
な
す
べ
き
こ
と
を
す
る
）」
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
、「
堅
持
韜
光
養
晦
、
積
極
有
所

作
為
（
韜
光
養
晦
政
策
を
堅
持
し
つ
つ
、
積
極
的
に
な
す
べ
き
こ
と
を
す
る
）」

と
い
う
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
切
り
替
え
、「
堅
持
」
と
言
い
な
が
ら
も
実
際
は

「
有
所
作
為
」
に
力
点
を
移
し
た
。

中
国
の
積
極
外
交
は
ま
ず
海
洋
政
策
か
ら
始
動
し
た
。
一
九
九
四
年
に
発
効

し
た
国
連
海
洋
法
条
約
は
新
た
に
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
導
入
し
、

こ
れ
に
関
す
る
各
国
の
申
請
文
書
の
提
出
期
限
を
二
〇
〇
九
年
五
月
一
二
日
と

し
た
。
提
出
期
限
を
に
ら
み
、
中
国
は
二
〇
〇
六
年
ご
ろ
か
ら
従
来
の
経
済
発

展
に
加
え
「
国
家
主
権
と
安
全
」
を
新
た
に
国
益
と
し
て
付
け
加
え
て
、
海
洋

権
益
の
擁
護
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
以
降
中
国
と

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
と
の
間
で
海
洋
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
海
洋
政
策
は
習
近
平
政
権
に
も
引
き
継
が

れ
、
二
〇
一
三
年
一
月
の
中
央
政
治
局
の
会
議
に
お
い
て
習
近
平
国
家
主
席
は

「
核
心
利
益
の
問
題
で
取
引
し
な
）
4
（
い
」
と
発
言
し
、
主
権
、
安
全
、
発
展
利
益
の

問
題
に
お
い
て
譲
歩
し
な
い
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
。

世
界
金
融
危
機
を
契
機
に
、
中
国
は
国
際
金
融
秩
序
を
改
革
し
、
自
国
の
政
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治
力
を
拡
大
さ
せ
る
場
と
な
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
金
融
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳

会
合
（
Ｇ
20
）
を
重
視
す
る
姿
勢
に
転
じ
、
積
極
的
な
金
融
外
交
を
展
開
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
金
融
危
機
を
受
け
、
中
国
は
「
世
界
金
融
危
機
が
国
際

シ
ス
テ
ム
と
国
際
関
係
に
深
刻
な
変
化
を
引
き
起
こ
）
5
（
し
」、
国
際
秩
序
は
「
大

変
革
、
大
調
整
、
大
発
展
の
時
代
に
至
っ
）
6
（
た
」
と
の
認
識
を
示
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
、
新
興
市
場
国
が
参
加
す
る
Ｇ
20
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
Ｇ
20
は
そ
の
政
治
的
な
勢
い
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
全
国

人
民
代
表
大
会
外
事
委
員
会
主
任
委
員
で
あ
る
傳
瑩
に
よ
れ
ば
、
今
日
に
お
い

て
「
既
存
の
国
際
秩
序
を
改
革
す
る
ニ
ー
ズ
と
そ
の
推
進
力
が
と
も
に
増
大
し

て
お
り
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
は
秩
序
の
再
構
築
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
」
が
、「
新
興
国
の
力
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る

ほ
ど
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
日
本
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
ア

メ
リ
カ
や
新
興
勢
力
の
間
に
位
置
す
る
中
間
勢
力
も
自
国
の
問
題
に
囚
わ
れ
、

真
の
意
味
の
第
三
勢
力
と
な
り
え
て
い
な
）
7
（
い
」。
こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と

Ｇ
20
の
影
響
力
に
限
界
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
は
引
き
続
き
上
昇
す
る

新
興
国
を
重
視
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
は
さ
ら
に
中
国
の
対
外
政
策
の
調
整
を
加
速

さ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
に
対
す
る
中
国
の
反
応
は
複
雑
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
冷
戦
終
結
後
の
中
国
は
一
貫
し
て
ア
メ
リ
カ
重
視
の
政
策

を
採
用
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
、
中
国
は
米

中
関
係
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、「
太
平
洋
は
十
分
に
広
く
、
中
米
両
大
国
は
共

存
、
協
力
で
き
る
は
ず
）
8
（
だ
」
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
表
明
し
、
米
中
両
国
の
意

思
疎
通
と
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
二
月
に
国
家
副
主

席
と
し
て
訪
米
し
た
際
に
習
近
平
は
「
米
中
の
新
型
大
国
関
係
」
の
概
念
を
提

起
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
は
経
済
と
軍
事
の
二
つ
の
要
素
か
ら
な
り

立
っ
て
お
り
、
経
済
的
に
は
環
太
平
洋
経
済
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
を
推
進
し
、
軍
事
的
に
は
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
と
の
間
で
軍
事
協
力
を
強
化

す
る
と
い
う
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強

化
、
軍
事
同
盟
の
強
化
と
い
っ
た
動
き
に
対
し
て
中
国
は
強
い
危
機
意
識
を
抱

い
て
お
り
、
激
し
く
反
発
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
一
月
に
は
国
防
総
省
が

「
新
た
な
国
防
戦
略
指
針
」
を
発
表
し
た
が
、
中
国
国
防
省
の
耿
雁
生
報
道
官
は

「
エ
ア
シ
ー
バ
ト
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｂ
、
二
〇
一
五
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
―
Ｇ
Ｃ
に
改
称
）」

と
い
う
新
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
お
け
る
駐

留
米
軍
の
動
向
を
、「
冷
戦
思
考
の
体
現
で
あ
り
、
平
和
、
発
展
、
協
力
の
時
代

潮
流
に
反
す
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
）
9
（
た
。

ま
た
こ
う
し
た
危
機
意
識
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
が
宣
言
さ

れ
た
直
後
に
中
国
は
中
国
の
「
核
心
利
益
」
を
尊
重
し
、
中
国
と
「
全
天
候
型

（
い
か
な
る
国
際
情
勢
で
も
良
好
な
関
係
が
保
て
る
）」
関
係
を
維
持
し
て
パ
キ

ス
タ
ン
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
の
国
々
と
の
関
係
強
化
に
改
め
て
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
孤
立
す
る
ロ
シ

ア
と
中
国
と
の
関
係
は
こ
こ
数
年
緊
密
化
し
た
。

他
方
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
の
軍
事
関
係
強
化
に
強

く
反
発
す
る
姿
勢
と
対
照
的
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
中
国
は
参
加
を
検
討
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
、
世
界
金
融
危
機
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
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ア
回
帰
政
策
な
ど
の
一
連
の
動
き
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
ア
メ
リ
カ

や
中
国
と
の
関
係
が
流
動
的
と
な
る
な
か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
取
り
巻
く
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
著
し
く
変
化
し
て
お
り
、
中
国
の
対
外
政
策
も
徐
々
に
変
化

し
て
い
る
。
海
洋
問
題
、
国
際
金
融
秩
序
の
改
革
で
中
国
は
強
気
の
姿
勢
、
他

方
経
済
統
合
に
関
し
て
は
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

二
一
世
紀
初
頭
の
二
〇
年
間
は
中
国
に
と
っ
て
台
頭
の
「
戦
略
的
チ
ャ
ン

ス
」
で
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
的
対

立
が
顕
著
化
す
る
な
か
、
著
名
な
国
際
関
係
の
学
者
で
あ
る
閻
学
通
を
は
じ
め

と
す
る
一
部
の
学
者
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交
攻
勢
を
強
く
受
け
る
中
国
は
孤
立
を

回
避
す
る
た
め
に
、
非
同
盟
戦
略
を
放
棄
し
、
周
辺
国
と
の
間
で
準
同
盟
な
い

し
同
盟
関
係
を
結
ぶ
べ
き
だ
と
強
く
主
張
す
）
10
（
る
。
こ
う
し
た
論
調
に
対
し
て
、

中
国
政
府
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
が
、
同
盟
を

結
ば
な
い
原
則
を
堅
持
す
）
11
（
る
」
と
の
公
式
見
解
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
政

府
は
米
中
関
係
の
安
定
化
を
図
り
つ
つ
も
、
領
土
問
題
で
強
硬
路
線
を
と
り
、

同
盟
関
係
で
は
な
い
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
を
通
じ

て
国
際
金
融
秩
序
の
改
革
を
促
し
、
経
済
統
合
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

次
節
以
降
は
、
領
土
問
題
を
含
め
た
安
全
保
障
問
題
、
経
済
統
合
、
金
融
問
題

を
含
め
た
国
際
秩
序
に
お
け
る
中
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
展
開
を
順
に
論
述
す

る
こ
と
と
す
る
。

二　

ア
メ
リ
カ
一
極
優
位
と
中
国
の
軍
事
的
台
頭

(1)　

中
国
の
軍
事
戦
略
と
米
中
の
対
立

中
国
人
民
解
放
軍
が
急
速
に
成
長
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
を
契
機
に
、
中
国
は
ハ
イ
テ

ク
兵
器
に
よ
る
局
地
戦
争
に
備
え
る
軍
事
戦
略
に
転
換
し
た
。
一
九
九
三
年
に

は
「
新
し
い
作
戦
要
綱
」
が
公
布
さ
れ
、
防
衛
空
間
を
「
本
土
」
か
ら
「
空
・

地
上
・
海
・
宇
宙
」
に
改
訂
し
、
海
空
軍
力
の
優
先
的
発
展
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
）
12
（
た
。
中
国
の
軍
事
戦
略
の
方
針
は
一
貫
し
て
「
積
極
的
防
御
」
に
お

か
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
国
防
白
書
と
な
る
『
中
国

の
軍
事
戦
略
』
で
は
近
海
防
御
戦
略
の
み
な
ら
ず
、
遠
洋
護
衛
の
重
要
性
も
言

及
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
防
衛
戦
略
と
異
な
り
、
防
衛
戦
略
の
重
点
地

域
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。「
台
湾
―
西
太
平
洋
地
域
」
が
重
点
的
な
防
衛
範

囲
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
南
シ
ナ
海
の
扱
い
に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
不
明
で
あ
）
13
（
る
。
中
国
人
民
解
放
軍
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
空
軍
指

揮
学
院
に
よ
る
空
軍
長
期
戦
略
の
二
〇
一
五
年
の
報
告
書
に
お
い
て
、
制
空
権

の
確
保
に
向
け
て
偵
察
力
や
攻
撃
力
を
日
本
周
辺
を
含
め
た
西
太
平
洋
ま
で
広

げ
、
第
二
列
島
線
ま
で
監
視
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
の
提
言
が
な
さ
れ
）
14
（
た
。
第
二

列
島
線
ま
で
の
制
空
権
と
制
海
権
を
中
国
が
目
指
し
て
い
る
の
は
確
か
な
よ
う

で
あ
る
。

中
国
の
海
軍
力
は
増
強
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
戦
略
航
空
輸
送
能
力
、
艦
隊
防

空
能
力
、
対
潜
装
備
な
ど
戦
闘
能
力
の
面
に
お
い
て
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
）
15
（
り
、
ま
た
現
段
階
に
お
い
て
は
海
軍
と
空
軍
の
統
合
、
対
艦
弾
頭
ミ
サ
イ
ル

（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｍ
）、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
お
い
て
問
題
を
抱
え
て

お
）
16
（
り
、
沿
海
へ
の
攻
撃
や
海
洋
封
鎖
に
も
も
ろ
い
と
い
わ
れ
て
い
）
17
（
る
。
こ
う
し

た
な
か
、
中
国
の
海
軍
は
い
ま
黄
海
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
な
ど
の
海
域
を

通
っ
て
太
平
洋
に
進
出
し
、
第
一
列
島
線
を
突
破
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
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の
軍
事
力
展
開
は
中
国
本
土
、
近
海
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
遠
洋
で
の
活
動
に

は
多
く
の
制
約
を
受
け
て
い
る
。
客
観
的
に
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
依
然
と
し

て
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
有
し
て
お
り
、
中
国
の
台
頭
は
ア
メ
リ
カ
の
一
極
優
位

を
脅
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

中
国
の
軍
事
戦
略
は
海
、
宇
宙
開
発
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
核
を
重

要
な
安
全
保
障
領
域
と
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
海
の
問
題
に
お
い
て
特
に
米
中
間
の
対
立
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
に
ア
メ
リ
カ
人
事
管
理
局
（
Ｏ
Ｐ
Ｍ
）
が
最
大
四
〇
〇
万
人
分
の

連
邦
政
府
職
員
の
個
人
情
報
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
流
出
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
国
家
安
全
保
障
局
は
中
国
政
府
が
こ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
与
し
て
い
る
と

み
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
企
業
の
機
密
情
報
が
中
国
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
行
為
に

よ
っ
て
中
国
に
流
出
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
五
月
、
ア

メ
リ
カ
の
司
法
当
局
が
中
国
人
民
解
放
軍
幹
部
五
人
を
ア
メ
リ
カ
大
手
原
子
力

企
業
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入
し
た
と
し
て
起
訴
し
た
。

他
方
次
項
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
海
洋
、
特
に
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
米
中
の

対
立
は
大
規
模
な
軍
事
衝
突
に
つ
な
が
ら
な
く
と
も
、
限
定
的
な
局
地
紛
争
に

発
展
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

(2)　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
質

軍
事
的
な
ア
メ
リ
カ
一
極
優
位
体
制
は
中
国
の
軍
事
力
の
飛
躍
的
な
発
展
に

よ
り
覆
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
中
国
が
近
隣
国
を
威
嚇
し
、
米
軍
基
地
を

攻
撃
で
き
る
能
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
確
実
に
米
中
両
国
が
軍
事
力
を
競
い
合
う
主
戦

場
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
以
降
中
国
が
領
土
問
題
で
強
硬
的
な
姿
勢
を
採
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
と
の
関
係
が

著
し
く
悪
化
し
た
。
二
〇
一
一
年
六
月
に
南
シ
ナ
海
で
作
業
中
の
ベ
ト
ナ
ム
船

が
中
国
漁
船
に
資
源
探
査
用
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。

二
〇
一
四
年
五
月
に
は
中
国
が
中
越
係
争
中
の
西
沙
（
パ
ラ
セ
ル
）
諸
島
の
海

域
に
石
油
掘
削
措
置
（
リ
グ
）
を
設
置
し
、
資
源
探
査
活
動
を
開
始
し
た
こ
と

を
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
で
大
規
模
な
反
中
デ
モ
が
起
き
、
リ
グ
付
近
で
両
国
の
船

舶
が
に
ら
み
合
う
事
態
が
発
生
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
で
は
仁
愛
礁
／
ア

ユ
ン
ギ
ン
礁
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
東
シ
ナ

海
で
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
中
国
政
府
は
尖
閣
諸
島
の
上
空
を
含
む
東
シ

ナ
海
の
広
い
範
囲
に
防
空
識
別
圏
の
設
定
を
発
表
し
た
。

二
〇
一
四
年
初
め
ご
ろ
か
ら
中
国
は
南
シ
ナ
海
で
岩
礁
の
埋
め
立
て
作
業
を

開
始
し
た
。
日
米
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
は
、
こ
う
し
た
「
人
口
島
」
を

拠
点
に
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
の
支
配
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
見
方
が

広
が
っ
て
い
る
。
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
も
防
空
識
別
圏
を
設
定
し
、
や
が
て
南

シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
が
主
張
す
る
九
段
線
全
域
に
実
効
支
配
を
広
め
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。
二
〇
一
五
年
四
月
末
に
開
か
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

で
も
、
埋
め
立
て
に
対
し
て
「
深
刻
な
懸
念
を
共
有
す
る
」
と
の
一
文
が
共
同

声
明
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

軍
事
力
が
増
強
す
る
な
か
強
硬
的
な
海
洋
政
策
を
採
用
す
る
中
国
へ
の
強
い

危
機
意
識
か
ら
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
海
軍
力
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
に
米
国
務
省
の
海
洋
国
際
環
境
科
学
局
が
中
国
の
九
段
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線
主
張
に
疑
問
を
呈
す
る
報
告
書
を
公
表
す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
も
南
シ
ナ
海

の
問
題
へ
の
積
極
的
な
関
与
姿
勢
を
明
確
化
し
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
へ
の
回
帰
」

を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
は
現
在
グ
ア
ム
を
堅
牢
な
空
軍
・
海
軍
の
軍
事
拠
点
と

し
て
整
備
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
六
〇
％
の
米
海
軍
部
隊
を
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
配
備
さ
せ
、
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
シ
フ
ト
さ
せ
つ
つ
あ
）
18
（
る
。

中
国
か
ら
見
れ
ば
、
オ
バ
マ
政
権
は
二
国
間
の
軍
事
協
定
を
基
盤
と
す
る
従

来
の
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
の
体
制
か
ら
同
盟
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
へ
変
貌
さ
せ
て
お
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
と
本
質
的
に
異
な
る
。
構
想

さ
れ
て
い
る
日
米
豪
、
日
米
豪
印
、
日
米
韓
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
保
障
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
中
国
は
中
国
を
封
じ
込
め
る
た
め
の
軍
事
戦
略
と
し
て
捉

え
厳
し
く
糾
弾
し
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」
の
軍
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
月
一
二
月
に
、
海
賊
対
策
の
た
め
に
中
国
海
軍
の
艦
船
が
ソ
マ
リ

ア
沖
に
派
遣
さ
れ
た
。
沿
海
防
衛
型
か
ら
遠
洋
型
の
海
軍
へ
本
格
的
な
転
換
を

図
る
う
え
で
は
、
艦
船
の
み
な
ら
ず
、
停
泊
、
給
油
、
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
兵
站
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
必
要
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
港
湾

施
設
建
設
に
加
え
、
中
国
は
ジ
ブ
チ
、
イ
エ
メ
ン
、
オ
マ
ー
ン
、
ケ
ニ
ア
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
セ
ー
シ
ェ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を
中
心
に
西
イ

ン
ド
洋
の
補
給
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
）
19
（
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
も
と
も
と
商
業
用
の
埠
頭
建
設
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
軍
事
基
地
と
し
て
転
用
す
る
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
埠
頭
建
設
は
遠
洋
航
海
の
た
め
の
補

給
や
補
修
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
は
有
効
で
あ
る
。

反
テ
ロ
と
し
て
の
合
同
軍
事
演
習
を
は
じ
め
、
中
国
は
他
国
と
の
軍
事
交
流

に
も
注
力
し
て
い
）
20
（
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て

か
ら
、
中
ロ
両
国
に
よ
る
合
同
軍
事
演
習
は
上
海
協
力
機
構
の
枠
組
み
を
超

え
、
地
中
海
、
尖
閣
諸
島
の
北
西
海
域
、
日
本
海
で
行
う
よ
う
に
な
り
、
今
後

南
シ
ナ
海
で
も
実
施
す
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
相
互
不
信
を
背
景
と
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ジ
レ
ン
マ
は
増
幅
し
て
い
る
。
中
国
は
軍
事
力
増
強
に
力
を
入
れ

つ
つ
も
、
遠
洋
の
補
給
や
補
修
の
た
め
の
埠
頭
確
保
や
合
同
軍
事
演
習
な
ど
を

通
じ
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
軍
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
対
抗
し
、
中
国
は
ロ
シ

ア
へ
の
接
近
を
図
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

三　

経
済
統
合
と
影
響
力
圏
の
創
出
・
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大

(1)　
「
ア
ジ
ア
」
か
ら
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
へ

特
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
中
国
は
経
済
統
合
に
極
め
て
積
極
的
に
な
っ

た
。
こ
の
姿
勢
は
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
が
厳
し
く
な
っ
た
今
日
に
お
い

て
も
変
化
し
て
い
な
い
。
二
〇
〇
二
年
に
制
定
さ
れ
た
外
交
方
針
に
基
づ
き
、

中
国
は
米
中
関
係
の
安
定
化
を
図
り
つ
つ
、
実
質
的
な
ア
ジ
ア
経
済
統
合
を
目

指
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
朱
鎔
基
首
相
は
す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
に
対
し
て
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
提
案
し
た
が
、
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二
〇
〇
三
年
に
温
家
宝
首
相
が
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
に
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
提

案
を
行
い
、
ま
た
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
（
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
と
も
関
係
強
化

を
図
り
、
多
国
間
協
力
を
通
じ
た
経
済
関
係
強
化
を
切
り
口
に
積
極
的
な
ア
ジ

ア
外
交
を
展
開
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
か
ら
、
中
国
は
ア
ジ
ア
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
、
ア
ラ
ブ
地
域
、
太
平
洋
島
嶼
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
と
の

関
係
強
化
に
も
乗
り
出
し
た
。「
多
国
間
外
交
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
中
国
・
中
東
欧
（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
）
サ
ミ
ッ
ト
、
中
国
・
ア
ラ
ブ
諸
国
協
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
中
国
・
湾
岸
協
力
理
事
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
戦
略
対
話
な
ど
、
中
国

は
様
々
な
地
域
機
構
と
の
関
係
を
構
築
し
）
21
（
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

中
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
格
段
に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
に
伴
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
動
き
が
一
気
に
活

発
化
し
た
こ
と
で
、
実
質
的
な
ア
ジ
ア
経
済
統
合
を
目
指
す
中
国
の
ア
ジ
ア
外

交
は
大
き
な
挑
戦
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
打
ち
出
さ
れ
た
の
が

一
帯
一
路
と
称
す
る
対
外
政
策
で
あ
る
。
習
近
平
国
家
主
席
が
二
〇
一
三
年
九

月
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
ベ
ル
ト
構
想
、
そ
し
て
一
〇
月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
二
一
世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
同
一
〇
月
に
開
か
れ
た
周
辺
外
交
工
作
座
談
会
で
「
周
辺
外
交
」

重
視
が
唱
え
ら
れ
、
翌
一
四
年
一
一
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
中

国
政
府
が
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
の
設
置
（
四
〇
〇
億
ド
ル
）
を
表
明
し
た
。

二
〇
一
五
年
三
月
に
は
国
家
発
展
改
革
委
員
会
、
外
交
部
、
商
務
部
が
共
同
で

一
帯
一
路
の
構
想
を
発
表
し
た
。

一
帯
一
路
戦
略
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
中
国
の
「
西
」
と
「
南
」
は

戦
略
的
重
点
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
四
年
三
月
に
、
李
克
強
首
相
の
政
府
活
動
報
告
で
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
経
済
回
廊
と
中
国
・
パ
キ
ス
タ

ン
経
済
回
廊
が
言
及
さ
れ
、
タ
イ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
な
ど
の
国
々
と
の
間
で
一
帯
一
路
に
関
す
る
覚
書
も
締
結
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
帯
一
路
戦
略
の
展
開
に
お
い
て
も
、
多
国
間
外
交
の
方
針
が
受
け
継

が
れ
た
。
中
国
は
Ｅ
Ｕ
と
の
協
力
を
重
視
し
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
に
Ｅ
Ｕ
財

務
省
理
事
会
が
Ｅ
Ｕ
の
成
長
と
雇
用
増
大
を
促
す
総
額
三
一
五
〇
億
ユ
ー
ロ
の

投
資
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
計
画
と
Ｅ
Ｕ
の

投
資
計
画
と
の
連
携
を
図
る
方
針
を
固
め
）
22
（
た
。
ま
た
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

枠
組
み
を
通
じ
た
協
力
に
も
中
国
は
力
を
注
い
で
い
る
。

一
帯
一
路
戦
略
に
よ
り
政
策
、
資
金
、
貿
易
、
イ
ン
フ
ラ
、
民
心
の
五
つ
レ

ベ
ル
で
の
関
係
強
化
（「
五
通
」）
を
図
る
と
い
う
。
王
毅
外
交
部
長
は
一
帯
一

路
戦
略
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
陸
の
経
済

回
廊
、
海
上
協
力
の
拠
点
建
設
を
重
点
的
に
推
進
し
、
人
文
交
流
を
促
進
し
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
を
加
速
さ
せ
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
の
振
興
を

推
進
す
）
23
（
る
」。
王
毅
の
発
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
貿
易
促
進
、
政
治
関
係

強
化
に
加
え
、
海
上
協
力
の
拠
点
確
保
と
称
し
た
中
国
の
軍
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お
り
、
一
帯
一
路
戦
略
に
は
経
済
、

政
治
、
軍
事
の
各
分
野
か
ら
多
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
帯
一

路
戦
略
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
実
質
的
ア
ジ
ア
地

域
経
済
統
合
と
各
地
域
機
構
と
の
関
係
構
築
の
二
つ
の
対
外
政
策
は
一
本
化
さ

れ
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
外
交
」
と
な
っ
た
。
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一
帯
一
路
に
関
し
て
、
習
近
平
国
家
主
席
は
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
歓
迎
す

る
」
と
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
る
。
復
旦
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副

主
任
で
あ
る
宋
国
友
は
こ
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
論
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
論
に
お
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
疑
い
な
く
中
国
で
あ
る

べ
き
で
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
中
国
と
そ
の
他
の
国
家
で
あ
る
は
ず

が
な
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
中
国
だ
け
で
あ
）
24
（
る
」。
こ
の
よ
う
に
、
一
帯
一
路
戦

略
を
通
じ
て
そ
の
「
西
」
と
「
南
」
へ
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

地
域
に
お
け
る
中
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
さ
せ
る
狙
い
も
否
定
で
き
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
に
伴
い
、
中
国
に
よ
る
影
響
力
圏
創
出
に

関
す
る
取
り
組
み
は
ア
ジ
ア
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
と
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

(2)　

Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｔ
の
促
進

軍
事
対
立
と
対
照
的
に
、
経
済
面
に
お
け
る
米
中
対
立
は
相
対
的
に
顕
著
化

し
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
が
動
き
出
し
て
い
る
な
か
、
中

国
は
引
き
続
き
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
）
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
等
の
多
国
間
経
済
協

力
を
推
進
し
て
い
る
。

中
国
は
す
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
一
四
の
国
・

地
域
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
Ｇ
Ｃ
Ｃ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
日
（
中
）
韓
、

ス
リ
ラ
ン
カ
と
も
交
渉
中
で
、
イ
ン
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
、
モ
ル
ド
バ
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
共
同
研
究
が
進
行
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
長
期
目
標
と
し
て
中
国
・
Ｅ
Ｕ
サ
ミ
ッ
ト
の
宣
言
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
時
進
行
で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
も
動
い
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
開

催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
へ
の
道
筋
」
が
策
定
さ
れ
、

二
〇
一
六
年
末
ま
で
に
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
実
現
に
関
連
す
る
課
題
に
か
か
る
共
同

の
戦
略
的
研
究
」
に
関
す
る
結
果
報
告
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
も
と
も

と
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
中
国
は
、
ア
メ
リ
カ
が
主
導
す
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
が
動
き
出
し
て
か
ら
、
積
極
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
推
進
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
間
の
環
大
西
洋
貿
易
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｔ
Ｉ

Ｐ
）
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
両
輪
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
経
済
分
野
に
お
け
る
自
国
の
優

位
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
多
く
の
中
国
の
学
者
は

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
長
期
目
標
と
し
つ
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
（
日
中
韓
印
豪
Ｎ

Ｚ
）
が
主
体
と
な
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
が
、
Ｔ
Ｔ
Ｐ
交
渉
に
対
抗
す
る
最
良
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
見
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
推
進
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
層
的

な
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
は
自
国
の
影
響
力
圏
を
創
出
し
、

ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
弱
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、

対
抗
策
を
講
じ
つ
つ
も
中
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
、
一
帯
一
路
の
成
功
は
、
国
務
院
華
僑
業
務
弁
公

室
の
何
亜
非
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
Ｇ
２
＋
」（
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
二
つ
の

超
大
国
と
そ
の
他
の
政
治
勢
）
25
（
力
）
の
世
界
秩
序
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
な
が
ら

経
済
統
合
は
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
に
寄
与
す
る
が
、
影
響
力
圏
の
創
出

と
政
治
的
影
響
力
拡
大
と
い
っ
た
外
交
戦
略
と
し
て
の
成
功
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
拡
大
す
る
経
済
力
が
政
治
力
に
つ
な
が
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
経
済
制
裁
を
外
交
政
策
の
選
択
肢
と
し
て
取
り
入
れ
よ



124

う
と
求
め
る
声
が
中
国
に
は
根
強
く
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
バ
ナ
ナ
、
レ
ア

ア
ー
ス
な
ど
の
経
済
制
裁
に
よ
り
領
土
問
題
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
日
本
に
圧
力
を

か
け
よ
う
と
し
た
前
例
も
あ
る
。
中
国
に
と
っ
て
、
経
済
力
を
い
か
に
政
治
力

に
転
化
さ
せ
る
か
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
相
互
依
存
関
係
に

依
拠
し
、
ま
た
市
場
経
済
に
基
づ
く
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
促

進
す
る
中
国
に
よ
る
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
中
国
の
市
場
経
済
を
促

す
反
面
、
他
方
に
お
い
て
他
国
か
ら
す
れ
ば
中
国
と
の
関
係
に
政
治
的
リ
ス
ク

も
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

四　

国
際
秩
序
に
お
け
る
構
造
的
パ
ワ
ー
の
追
求

(1)　

既
存
の
国
際
秩
序
へ
の
関
与
強
化

影
響
力
と
は
自
国
の
目
標
に
資
す
る
よ
う
、
相
手
国
の
嗜
好
や
行
動
を
修
正

し
、
な
い
し
影
響
を
与
え
る
力
（
パ
ワ
ー
）
で
あ
る
が
、
海
の
問
題
を
め
ぐ
る
中

国
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
一
例
と
し
て
考
え
て
も
、
中
国
の
影
響
力
に
限

界
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
）
26
（
る
。
他
方
、
国
際
組
織
に
お
け
る
制
度
、
規
範

的
側
面
に
お
け
る
政
策
論
争
を
形
成
し
、
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
国
の
政
策
目
標
に
資
す
る
よ
う
に
他
国
の
嗜
好
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
あ
り
う
る
。
中
国
は
こ
う
し
た
構
造
的
パ
ワ
ー
（stru

ctu
ral p

）
27
（

ow
er

）

を
通
じ
て
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
連
の
場
に
お
い
て
、
中
国
は
発
言
権
を
高
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
ア
ジ
ェ

ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も
積
極
的
に
関
与
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
国
連
の
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
九
年
一
一
月
ナ
ミ
ビ
ア
の
独

立
移
行
に
向
け
て
の
制
憲
議
会
選
挙
監
視
の
た
め
、
国
連
ナ
ミ
ビ
ア
独
立
移
行

支
援
グ
ル
ー
プ
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
に
初
め
て
の
軍
事
観
察
員
を
派
遣
し
て
以
来
、

二
〇
一
一
年
末
の
時
点
に
お
い
て
、
中
国
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
派
遣
し
た
人
員
は
の
べ

二
万
人
／
回
余
り
に
達
し
て
い
る
。

近
年
、
中
国
は
調
停
外
交
を
重
視
し
て
お
り
、
調
停
外
交
を
通
じ
て
国
際
的

地
位
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
北
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
六
者
会
合

を
は
じ
め
、
中
東
問
題
、
ア
フ
リ
カ
の
地
域
平
和
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
を

め
ぐ
る
交
渉
な
ど
の
問
題
で
常
設
特
使
を
任
命
し
、
世
界
の
ホ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ー

に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

国
連
常
任
理
事
国
の
地
位
を
利
用
し
つ
つ
、
既
存
の
国
際
秩
序
ま
た
ホ
ッ
ト

イ
シ
ュ
ー
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
は
国
際
問
題
の
ア
ジ
ェ

ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ル
ー
ル
作
り
に
お
け
る
自
国
の
影
響
力
と
政
治
的
プ
レ

ゼ
ン
ス
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

(2)　

中
国
の
金
融
外
交

ａ　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ｇ
20

長
年
「
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
発
展
途
上
国
の
地
位
の
平
等
性
」、「
公
正

で
合
理
的
な
国
際
秩
序
」
を
主
張
し
続
け
て
い
る
が
、
中
国
が
国
際
秩
序
に
お

い
て
地
位
向
上
を
図
り
、
金
融
外
交
を
精
力
的
に
推
し
進
め
は
じ
め
た
の
は

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
の
時
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
足
が
か

り
と
な
っ
て
い
る
の
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
Ｇ
20
で
あ
る
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
い
う
言
葉
は
二
〇
〇
一
年
に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス

（G
oldm

an
 S

ach
s

）
の
ジ
ム
・
オ
ニ
ー
ル
（Jim

 O
’N

eill

）
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
概
念
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
ロ
シ

ア
、
イ
ン
ド
に
よ
る
対
話
枠
組
み
の
構
築
が
提
案
さ
れ
た
が
、
中
国
は
提
案
に
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は
応
じ
な
か
っ
）
28
（
た
。
し
か
し
二
〇
〇
八
年
に
な
る
と
中
国
は
態
度
を
一
変
し
、

二
〇
〇
八
年
の
四
カ
国
外
相
会
議
に
参
加
し
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
ｓ
が
正
式
に
発
足
し
た
後
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
も
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
に
入
れ
る
べ
き

だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
が
、
最
終
的
に
は
南
ア
フ
リ
カ
が
加
わ
り
二
〇
一
一
年
四
月
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
が
正
式
に
始
動
し
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
共
通
の
政
治
価
値
あ
る
い
は
共
通
の
経
済
利
益
に
基
づ
い
て

結
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
二
〇
〇
三
年
六
月
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

民
主
主
義
三
カ
国
（
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
）
に
よ
る
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ

会
合
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
中
国
は
二
〇
一
一
年
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
設
立
に
合
わ

せ
て
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
と
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
統
合
を
提
案
し
た
が
、
イ
ン
ド
が
強
く
反
対

し
）
29
（
た
。
他
方
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
五
カ
国
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
著
し
い

経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
て
お
り
、
ロ
シ
ア
を
除
い
た
四
カ
国
は
発
展
途
上
国
で

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
五
カ
国
は
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
西

側
先
進
国
に
も
の
を
い
う
発
展
途
上
国
と
新
興
国
の
代
表
と
し
て
の
共
通
の
使

命
を
帯
び
て
い
る
。

中
国
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
発
展
途
上
国
、
新
興
国
間
の
協
調
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
Ｇ
20
あ
る
い
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
前
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で

協
議
し
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
共
同
提
案
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
に
海
南
島
三
亜
で
開
か
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
経

済
問
題
の
み
な
ら
ず
政
治
問
題
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
の
協
力
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
米

英
仏
な
ど
の
多
国
籍
軍
に
よ
る
リ
ビ
ア
へ
の
空
爆
に
強
い
反
対
を
表
明
し
て
い

る
が
、
他
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
も
ロ
シ
ア
に
同
調
し
、「
武
力
行
使
を
回
避
す

る
原
則
に
賛
成
」
と
い
う
一
文
が
共
同
声
明
（「
三
亜
宣
言
」）
に
盛
り
こ
ま
れ

た
。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
孤
立
化
を
深
め
て
い
る
ロ
シ

ア
を
、
他
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
は
批
判
を
避
け
、
問
題
の
平
和
解
決
を
呼
び
掛

け
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
間
の
協
力
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と
平
行
し

て
同
時
開
催
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
イ
ン
フ
ラ
領
域
で
の
協
力
が
議
論
さ

れ
た
。
二
〇
一
四
年
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ

リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
の
指
導
者
と
の
会
合
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
の
フ
ォ
ル

タ
レ
ザ
宣
言
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
既
存
の
秩
序
を
漸
進
的
に
改
革
す

る
重
要
な
力
」
と
な
る
べ
く
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
は
政
治
的
影
響
力
の
拡
大
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｇ
20
は
政
府
間
対
話
、
政
策
協
調
の
場
で
あ
り
、
新
興
大
国
（
南
）
と
先
進

大
国
（
北
）
が
対
等
に
渡
り
合
え
る
場
で
も
あ
る
。
Ｇ
20
は
一
九
九
九
年
か
ら

動
き
出
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
初
の
Ｇ
20
首
脳
サ
ミ
ッ
ト
が
ワ
シ
ン

ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
異
な
り
、
中
国
に
と
っ
て
Ｇ
20
は
経
済
協
議
の
場
に
過
ぎ

ず
、
Ｇ
20
で
政
治
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の

ロ
ス
・
カ
ボ
ス
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
て
、
崔
天
凱
駐
米
大
使
は
こ
れ
ま
で
Ｇ
20
で

政
治
、
安
全
保
障
問
題
を
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
Ｇ
20
で
シ
リ

ア
問
題
を
協
議
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
）
30
（
る
。
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二
〇
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
は
主
要
備
蓄
通
貨
の
問
題
点
を
露
呈
さ
せ

た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
既
存
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
う
え
で
主
要
な
国
際
機
構

で
あ
る
が
、
中
国
は
発
展
途
上
国
の
立
場
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
Ｇ
20
の
場
を

利
用
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行
の
改
革
を
促
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
一
月

の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
習
近
平
国
家
主
席
は
ア
メ
リ
カ
議
会
が
二
〇
一
〇
年
の

新
興
国
の
出
資
比
率
を
引
き
上
げ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
改
革
案
を
早
期
批
准
す
る
よ
う
促

し
、
そ
の
旨
を
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
に
書
き
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
む
ろ
ん
、

「
相
互
評
価
プ
ロ
セ
ス
（
Ｍ
Ａ
）
31
（
Ｐ
）」
で
ア
メ
リ
カ
に
同
調
す
る
中
国
の
対
応
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｇ
20
に
お
い
て
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
意
見
が
一
致
す
る

ケ
ー
ス
も
多
）
32
（
い
。
し
か
し
中
国
は
Ｇ
８
で
は
な
く
、
Ｇ
20
に
参
加
し
た
の
は
、

中
国
に
と
っ
て
国
際
金
融
秩
序
の
改
革
を
促
す
う
え
で
発
展
途
上
国
の
代
表
と

し
て
の
立
場
が
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

新
興
国
の
台
頭
を
反
映
し
た
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、
Ｇ
20
の
役
割
は
二
〇
一
〇
年
以
降
徐
々
に
低
下
し
て
い
る
。
他
方
、

Ｇ
20
に
お
け
る
中
国
の
影
響
力
は
確
実
に
増
し
て
い
る
。
Ｇ
20
の
場
に
お
い
て

中
国
・
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
Ｇ
２
会
合
を
経
て
、
Ｇ
20
合
意
に
至

る
こ
と
も
少
な
く
な
）
33
（
い
。
か
く
し
て
、
既
存
の
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

中
国
の
構
造
的
パ
ワ
ー
が
確
実
に
増
強
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
七
月
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
特
別
顧
問
の
朱
民
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
副
専
務
理
事
に
就
任
し
た
。
中
国
出
身
者
が

副
専
務
理
事
に
就
く
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
中
国
の
影

響
力
拡
大
の
表
れ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ｂ　

中
国
主
導
の
金
融
機
構
の
創
設

既
存
の
国
際
金
融
機
構
の
な
か
で
の
影
響
力
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
中
国

は
自
国
主
導
の
金
融
機
構
の
創
設
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
世
界
金
融
危
機
を

契
機
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
新
開
発
銀
行
（
以
下
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
）、
ア
ジ
ア
イ
ン

フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
が
次
々
と
設
立
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ

開
発
銀
行
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

中
国
主
導
の
国
際
金
融
機
構
の
設
立
に
、
中
国
は
外
貨
準
備
を
活
用
し
て
い

る
。
中
国
の
外
貨
準
備
高
は
二
〇
一
四
年
末
の
時
点
で
三
兆
八
四
三
〇
億
ド
ル

で
あ
る
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
（
一
五
〇
〇
億
ド
ル
）、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
（
五
〇
〇
億
ド

ル
）、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
（
四
〇
〇
億
ド
ル
）
へ
の
合
計
出
資
額
は
二
四
〇
〇 

億
ド
ル
で
、
そ
の
外
貨
準
備
高
の
一
〇
分
の
一
弱
に
あ
た
る
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
は
イ
ン
ド
に
よ
っ
て
二
〇
一
二
年
に
提
案
さ
れ
、
二
〇
一
四 

年
七
月
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
で
一
九
四
四
年
の
ブ 

レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
か
ら
七
〇
年
目
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
の
創
設
宣
言
が
な
さ 

れ
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
へ
の
挑
戦
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
五 

年
七
月
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
合
で
、
金
融
危
機
の
際
に
資
金
を
融
通
し
あ
う

一
〇
〇
〇
億
ド
ル
規
模
の
外
貨
準
備
共
同
基
金
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
五
カ
国
の
間
の
金
融
と
貿
易
に
資
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
多
国
間
金
融
機
構
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
の
初

代
総
裁
で
あ
る
Ｋ
・
Ｖ
・
カ
マ
ー
ト
（K

. V
. K

am
ath

）
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
銀
行
は
既
存
の
ア
メ
リ
カ
主
導
の
世
界
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
代
替
的
選
択
肢

（altern
ative

）
と
な
）
34
（
る
。
他
方
、
中
国
語
の
趣
旨
説
明
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
は
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
へ
の
依
存
を
減
ら
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
し
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て
い
）
35
（
る
。
こ
こ
か
ら
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
を
世
界
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
対
抗
す
る

意
味
合
い
を
薄
め
た
い
中
国
側
の
意
図
が
窺
え
る
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
に
は
ト

ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
新
興
国
も
後
か

ら
参
加
で
き
る
と
い
）
36
（
う
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
が
世
界
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
拮
抗
す

る
存
在
に
成
長
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
新
興
国
間

の
連
携
と
結
束
力
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
は
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
。

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
習
近
平
国
家
主
席
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

訪
問
し
た
際
に
初
め
て
披
露
さ
れ
た
構
想
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
は
現
在
五
七
カ

国
が
参
加
し
、
中
国
が
最
大
の
出
資
国
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
社
会
に
大
き
な

存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｏ
開
発
銀
行
の
設
立
に
は
中
国
は
極
め
て
積
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
ロ

シ
ア
は
自
身
が
影
響
力
を
有
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
開
発
銀
行
に
中
国
の
参
加
を
促

し
つ
つ
も
、
上
海
協
力
機
構
に
よ
る
開
発
銀
行
の
設
立
に
は
前
向
き
な
姿
勢
を

示
そ
う
と
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
開
発
銀
行
が
設

立
さ
れ
る
ま
で
に
は
な
お
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
中
国
は
自
国
の
経
済
力
を
テ
コ
に
、
開
放
性
金
融
機
関
を
設
立

す
る
と
と
も
に
、
中
国
が
自
由
に
投
資
先
を
決
定
で
き
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金

を
含
む
各
種
基
金
と
連
動
さ
せ
、
中
国
主
導
の
金
融
秩
序
作
り
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
新
興
国
な
ら
び
に
資
金
の
供
給
を
受
け
る
発
展
途
上
国
と
の
関
係
強

化
を
図
っ
て
い
る
。

中
国
は
国
際
金
融
秩
序
に
お
け
る
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
国
内
の
金
融
改
革
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
習
近
平
政
権

に
入
っ
て
か
ら
、
上
海
自
由
貿
易
試
験
区
が
設
置
さ
れ
た
。「
第
二
の
改
革
開

放
政
策
」
と
称
さ
れ
て
い
る
上
海
自
由
貿
易
試
験
区
は
中
国
の
野
心
的
な
試
み

で
、
金
融
改
革
の
試
験
区
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
に
ら
ん
だ
試
験
的
な
動
き

で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
海
自
由
貿
易
試
験
区
で
の
政
策
は
現
行
の
政

策
と
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
、
自
由
貿
易
試
験
区
に
お
け
る
政
策
と
そ

の
運
用
は
必
ず
し
も
円
滑
に
進
行
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

金
融
改
革
は
司
法
・
検
察
の
独
立
、
中
央
銀
行
の
信
用
度
、
政
府
に
対
す
る

責
任
追
及
制
度
な
ど
の
政
治
面
の
改
革
も
必
要
と
し
て
い
る
。
中
国
は
自
国
の

金
融
自
由
化
を
促
す
こ
と
に
よ
り
国
際
金
融
秩
序
に
お
け
る
台
頭
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
金
融
秩
序
の
多
極
化
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
中

国
経
済
の
市
場
化
、
政
治
の
民
主
化
に
関
す
る
改
革
も
伴
う
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ

る
。

お 

わ 

り 

に

中
国
は
米
中
関
係
を
安
定
化
さ
せ
つ
つ
も
、
独
自
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
取
り
組
み
、
国
際
秩
序
に
お
け
る
構
造
的
パ
ワ
ー
の
向
上

を
図
り
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
張
し
て
い
る
。
近
年
の
中
国

で
は
、
対
外
政
策
に
関
し
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う

言
葉
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
関
係
」
は
軍
事
的
展
開
、
経
済
統
合
、
そ
し
て
国
際
秩
序
に
お
け
る
構
造

的
パ
ワ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
に
お
い
て
、
異
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
。
軍

事
面
に
お
け
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」
の
構
築
と
は
、
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
こ
と

な
く
、
遠
洋
航
海
の
補
給
や
補
修
の
た
め
の
埠
頭
を
提
供
し
て
く
れ
る
友
好
国

と
の
関
係
強
化
で
あ
り
、
合
同
軍
事
演
習
を
定
期
的
に
実
施
す
る
相
手
国
と
の
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軍
事
協
力
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
経
済
統
合
に
お
け
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」

の
構
築
と
は
世
界
の
各
地
域
機
構
と
の
多
国
間
協
力
を
通
じ
た
経
済
関
係
を
強

化
し
、
自
国
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
と
な
る
。
そ
し
て
国
際
秩
序

に
お
け
る
構
造
的
パ
ワ
ー
の
向
上
を
目
指
す
「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」
の
構
築
に

関
し
て
は
、
中
国
は
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
の
地
位
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ｇ
20

を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
や
発
展
途
上
国
と
の
協
議
の
場
を
活
用
し
、
国
際
問

題
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ル
ー
ル
作
り
に
お
け
る
自
国
の
影
響
力
と

政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
中
国
は
リ
ア
リ
ズ
ム
的
な
発
想
を
強
く
持
ち
、
軍
事
力
を
強
化

し
海
洋
政
策
で
強
硬
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方
に
お
い
て
経
済
統
合

や
多
国
間
協
力
に
も
前
向
き
で
あ
り
、
既
存
の
国
際
秩
序
へ
の
関
与
を
強
化
し

つ
つ
も
そ
の
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
台
頭
は

国
際
秩
序
の
再
編
を
も
た
ら
す
が
、
他
方
に
お
い
て
金
融
改
革
の
ケ
ー
ス
で
論

じ
た
よ
う
に
、
中
国
自
身
に
も
さ
ら
な
る
市
場
化
と
政
治
改
革
の
敢
行
を
促

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
国
の
台
頭
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
中
国
の
対
外
政
策
に
は
以
下
の
三
つ
の
特
徴
と
方
向
性
が
垣
間

見
ら
れ
る
。

第
一
に
、
中
国
の
対
外
政
策
に
お
い
て
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
原
理
が

強
く
働
い
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
中
の
軍
事
対
立
が
高
ま

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ジ
レ
ン
マ
が
増
幅
す
る
な
か
、
日
米
同
盟
が
強
化
さ
れ
、

中
ロ
両
国
が
互
い
に
歩
み
寄
り
、
親
密
な
関
係
を
演
出
し
て
い
る
。
安
全
保
障

領
域
に
お
け
る
米
中
両
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
確
実
に
動
い
て
い
る
。

第
二
に
、
地
政
学
的
な
考
慮
も
中
国
の
対
外
政
策
を
動
か
し
て
い
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
的
恩
恵
に
あ

ず
か
っ
て
き
た
中
国
は
自
国
の
影
響
力
圏
の
創
出
に
向
け
て
、
実
質
的
な
ア
ジ

ア
経
済
統
合
、
そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
協
力
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
意
味
で
い
え
ば
、
中
国
外
交
に
お
け
る
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
地
域
の
地
政
学
的
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
発
展
途
上
国
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
中
国
は

近
年
、
そ
の
対
外
政
策
の
展
開
に
お
い
て
発
展
途
上
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
割
を
強
く
意
識
し
、
発
展
途
上
国
と
の
連
携
を
強
め
始
め
て
い
る
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
の
政
治
的
役
割
の
向
上
や
金
融
分
野
に
お
け
る
台
頭
へ
の
中
国
の
取
り
組

み
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
新
興
国
、
発
展
途
上
国
は
中
国
の
対
外
政
策
の
柱

の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
つ
つ
あ
る
。
確
か
に
一
時
期
の
楽
観
論
や
期
待
論
は
か

な
り
後
退
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
中
国
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
既

存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
重
視
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
一
極
優
位
体
制
が
今
後
も
持
続
す
る
と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
は
米
中
の
権
力
争
い
の
主
戦
場
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
経
済
協
力
と

安
全
保
障
の
対
立
が
と
も
に
深
化
し
て
い
る
。
は
た
し
て
こ
う
し
た
「
政
経
分

離
」
の
現
象
は
持
続
す
る
の
か
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
の

か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
今
後
の
国
際
秩
序
を
左
右
す
る
の
は
パ
ワ
ー
な
の
か
、

そ
れ
と
も
経
済
的
相
互
依
存
関
係
な
の
か
、
あ
る
い
は
規
範
や
国
際
機
構
な
の

か
。本

稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
上
昇
す
る
経
済
力
に
伴
っ
た
軍
事
力
、
政
治

力
の
拡
大
を
図
る
手
段
と
し
て
、
中
国
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
は
じ
め
、

他
国
あ
る
い
は
各
地
域
機
構
と
の
経
済
協
力
強
化
、
金
融
外
交
を
積
極
的
に
推
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進
し
て
い
る
。
中
国
は
増
大
す
る
経
済
力
を
テ
コ
に
超
大
国
へ
の
転
身
を
図
ろ

う
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
中
国
に
と
っ
て
は
自
国
の
経
済
力
を
政
治
力
に
転
化

さ
せ
る
か
が
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
言
え
ば
、
中
国
の
対
外
政
策
の
成
否
は
国
際
政
治
理
論
の

有
効
性
を
検
証
す
る
重
要
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
将
来
を

予
見
す
る
一
つ
の
物
差
し
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
1
）A

aron
 F

riedberg, “R
ipe for R

ivalry: P
rospects for P

eace in
 a 

M
u

ltipolar A
sia”, In

tern
ation

al S
ecu

rity , 18-3 (W
inter 1993/1994), 

pp. 5–33.

（
2
）Joh

n
 M

earsh
eim

er, “W
h

y C
h

in
a’s R

ise W
ill n

ot be P
eacefu

l”, 
h

ttp://m
earsh

eim
er.u

ch
icago.edu

/pdfs/A
0034b.pdf

（
二
〇
一
五
年
七

月
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
3
）D

avid C
. K

an
g, C

h
in

a R
isin

g: P
eace, P

ow
er, an

d
 O

rd
er in

 E
ast 

A
sia  (N

ew
 Y

ork: C
olu

m
bia U

n
iversity P

ress 2008).

（
4
）『
解
放
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
三
〇
日
。

（
5
）「2007

年
中
国
外
交
碩
果
累
累

―
専
訪
外
交
部
長
楊
潔
篪
」h

ttp://
n

ew
s.xin

h
u

an
et.com

/politics/2007-12/24/con
ten

t_7307367.h
tm

（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
6
）「
外
交
部
部
長
楊
潔
篪
会
見
中
外
記
者
」、h

ttp://n
ew

s.qq.com
/ph

oton
/

yjc2011.h
tm

（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
7
）
傳
瑩
「2014

是
世
界
秩
序
転
折
之
年
」、『
現
代
国
際
関
係
』
二
〇
一
五
年

第
一
期
、
一
頁
。

（
8
）
崔
天
凱
「
堅
定
不
移
推
進
中
美
合
作
夥
伴
関
係
」、http://w

w
w

.m
fa.gov.

cn
/ch

n
/gxh

/tyb/w
jbxw

/t902416.h
tm

（
二
〇
一
二
年
二
月
六
日
最
終
ア
ク

セ
ス
）。

（
9
）「
国
防
部
回
応
美
国
在
澳
大
利
亜
駐
軍

―
是
冷
戦
思
維
的
体
現
」、http://

w
w

w
.ch

in
an

ew
s.com

/gn
/2011/11-30/3498701.sh

tm
l

（
二
〇
一
一
年

一
一
月
三
〇
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
10
）
閻
学
通
「
為
何
中
国
需
要
与
俄
羅
斯
結
盟
」、h

ttp://w
w

w
.csstoday.

net/2011/12/23/9209.htm
l

（
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

中
国
が
「
非
同
盟
政
策
」
を
放
棄
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
論
調
に
は
、「
中
国
或

可
改
変
『
不
結
盟
』
戦
略
」、『
国
防
時
報
』
二
〇
一
一
年
六
月
八
日
、
張
文
木

「
中
俄
結
盟
的
限
度
、
目
標
和
意
義
」、『
社
会
観
察
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
李

大
光
「
別
総
是
『
不
結
盟
』」、『
世
界
報
』
二
〇
一
二
年
六
月
二
〇
日
な
ど
が
あ

る
。

（
11
）
王
毅
「2014

、
中
国
特
色
外
交
風
生
水
起
」、http://w

w
w

.fm
prc.gov.cn/

m
fa_ch

n
/zyxw

_602251/t1224950.sh
tm

l

（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
最
終

ア
ク
セ
ス
）。

（
12
）
平
松
茂
雄
『
中
国
の
戦
略
的
海
洋
進
出
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
四
九

頁
。

（
13
）M

. T
aylor F

ravel, “C
h

in
a’s N

ew
 M

ilitary S
trategy: W

in
n

in
g 

In
form

ation
ized L

ocal W
ars”, C

h
in

a B
rief  (X

V
-12 Ju

ly 2, 2015), 
pp. 3–7.

（
14
）「
独
家
：
中
国
空
軍
長
期
戦
略
報
告
写
入
攻
撃
能
力
拡
至
西
太
平
洋
」、

h
ttps://ch

in
a.kyodon

ew
s.jp/n

ew
s/201501/102621.h

tm
l

（
二
〇
一
五

年
七
月
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
15
）M

ich
ael S

. C
h

ase, Jeffrey E
n

gstrom
, T

ai M
in

g C
h

eu
n

g, 
K

risten
 A

. G
u

n
n

ess, S
cott W

arren
 H

arold, S
u

san
 P

u
ska, S

am
u

el 
K

. B
erk

ow
itz, C

h
in

a
’s In

com
p

lete M
ilita

ry T
ra

n
sform

a
tion

; 
A

ssessin
g th

e W
eakn

esses of th
e P

eople’s L
iberation

 A
rm

y (P
L

A
)  

(R
an

d, F
ebru

ary 2015).
（
16
）B

ern
ard D

. C
ole, “T

h
e E

n
ergy F

actor in
 C

h
in

ese M
aritim

e 
S

trategy”, in
 G

abriel B
. C

ollin
s, A

n
drew

 S
. E

rick
son

, L
yle J. 

G
oldstein

, an
d W

illiam
 S

. M
u

rray eds., C
h

in
a’s E

n
ergy S

trategy: 
T

h
e Im

p
a

ct on
 B

eijin
g’s M

a
ritim

e P
olicies  (M

arylan
d

: N
aval 



130

In
stitu

te P
ress 2008), p. 338.

（
17
）Jam

es M
u

lven
on

, “D
ilem

m
as an

d Im
peratives of B

eijin
g’s 

S
trategy E

n
ergy D

epen
den

ce: T
h

e P
L

A
 P

erspective”, ibid
. , pp. 

6–8.

（
18
）
橋
本
晃
和
、
マ
イ
ク
・
モ
チ
ヅ
キ
『
沖
縄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

―
「
普
天

間
」
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
』
桜
美
林
学
園
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
、
一
五
二

―
一
五
五
頁
。

（
19
）『
国
際
先
駆
導
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
〇
日
。

（
20
）
青
山
瑠
妙
『
中
国
の
ア
ジ
ア
外
交
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。

（
21
）
青
山
瑠
妙
、
天
児
慧
『
超
大
国
・
中
国
の
ゆ
く
え
２　

外
交
と
国
際
秩
序
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
六
四
頁
。

（
22
）
中
国
の
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
計
画
と
Ｅ
Ｕ
の
投
資
計
画
と
の
連
携
を
図
る
方

針
に
対
し
て
、
一
部
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
か
ら
強
い
反
対
が
出
た
た
め
、
実
現
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

（
23
）「
外
交
部
長
王
毅
就
中
国
外
交
政
策
和
対
外
関
係
回
答
中
外
記
者
提
問
」

h
ttp

://w
w

w
.fm

p
rc.gov.cn

/m
fa_ch

n
/w

jb_602314/w
jbz_602318/

zyjh
s/t1243647.sh

tm
l

（
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
24
）「
習
近
平
時
代
外
交
予
測
：
周
辺
即
首
要
」、『
瞭
望
東
方
週
刊
』
二
〇
一
五

年
第
一
期
、
二
九
頁
。

（
25
）
何
亜
非
「
全
球
化
『
新
常
態
』
下
的
中
国
外
交
」、『
中
国
新
聞
週
刊
』
総
第

七
一
六
期
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
五
二
―
五
三
頁
。

（
26
）
中
国
の
影
響
力
の
限
界
を
指
摘
す
る
最
新
の
研
究
に
は
、
た
と
え
ばE

velyn 
G

oh
, “T

h
e M

odes of C
h

in
a’s In

flu
en

ce: C
ases from

 S
ou

th
east 

A
sia”, A

sian
 S

u
rvey  (54-5, S

eptem
ber/O

ctober 2014), pp. 825–
848

）
な
ど
が
あ
る
。

（
27
）
猪
口
孝
ら
編
著
の
『
政
治
学
事
典
』（
二
〇
〇
〇
年
版
）
に
よ
る
と
、
構
造

的
パ
ワ
ー
と
は
、
相
手
の
行
動
を
制
御
す
る
と
い
う
力
（
関
係
的
パ
ワ
ー
）
で

は
な
く
、
あ
る
主
体
が
持
つ
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
す
力
、
ま
た
能
力
で
あ
る
。

（
28
）
廬
鋒
、
李
遠
芳
、
楊
業
偉
「『
金
磚
五
国
』
的
合
作
背
景
和
前
景
」、『
国
際

政
治
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
二
期
、
二
頁
。

（
29
）K

arolin
e P

ostel-V
in

ay, T
h

e G
20: A

 N
ew

 G
eopolitical O

rd
er  

(N
ew

 Y
ork: P

algrave M
acm

illan
 2013), pp. 54–55.

（
30
）T

eddy N
g, “F

in
an

cial C
risis, n

ot S
yria, on

 A
gen

da, O
fficial 

S
ays”, h

ttp://w
w

w
.scm

p.com
/article/1003703/fin

an
cial-crisis-n

ot-
syria-agen

da-official-says

（
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
31
）
世
界
金
融
危
機
後
の
二
〇
〇
九
年
に
、
Ｇ
20
は
「
強
固
で
持
続
可
能
か
つ
均

衡
あ
る
成
長
の
た
め
の
枠
組
み
」
を
立
ち
上
げ
た
が
、
そ
の
枠
組
み
の
基
盤
と

な
る
の
が
Ｍ
Ａ
Ｐ
で
あ
る
。

（
32
）Alex H

e, “C
h

in
a’s G

oals in
 th

e G
20: E

xpectation
, S

trategy an
d 

A
gen

da”, C
IG

I P
apers  (N

o. 39, S
eptem

ber 2014), p. 14.

（
33
）Joh

n
 D

. C
iorciari, “C

h
in

a’s S
tru

ctu
ral P

ow
er D

eficit an
d 

In
flu

en
ce G

ap in
 th

e M
on

etary P
olicy A

ren
a, A

sian
 S

u
rvey  (54-5 

S
eptem

ber/O
ctober 2014), p. 879.

（
34
）“A

bou
t N

D
B

”, h
ttp://n

dbbrics.org/in
dex.h

tm
l

（
二
〇
一
五
年
八
月

一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
35
）ibid

.

（
36
）“B

R
IC

S
 S

u
m

m
it G

ives P
u

tin
 a

 C
h

a
n

ce to S
h

ow
 R

u
ssia 

n
ot Isolated

”, h
ttp

://w
w

w
.reu

ters.com
/article/2015/07/06/u

s-
em

ergin
g-brics-idU

S
K

C
N

0P
G

1C
G

20150706

（
二
〇
一
五
年
八
月
一

日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

（
あ
お
や
ま　

る
み　
　

早
稲
田
大
学
）


